
僅
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁

僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁

し
た
。

学
生
と
農
家
の
交
流
に
期
待

摂
南
大
学
と
の
交
流
会
は

昨
年
か
ら
始
ま
り
、
八
幡
市

（
市
長
・
農
業
委
員
会
会
長

や
担
い
手
農
家
な
ど
）
と
大

学
（
学
長
や
農
学
部
の
教
職

員
）
の
双
方
が
参
加
し
て
意

見
交
換
を
続
け
て
い
る
。

５
月
９
日
に
開
か
れ
た

「
食
と
農
地
域
交
流
会
」

に
は
、
市
内
の
担
い
手
農
家

（
８
人
）
と
農
業
委
員
会
の

役
員
、
農
学
部
の
教
員
な
ど

計
32
人
が
参
加
し
、
８
班
に

分
か
れ
て
約
２
時
間
の
懇
談

を
行
っ
た
。
「
大
学
の
ゼ
ミ

単
位
な
ど
で
学
生
を
交
え
て

交
流
し
た
い
」
な
ど
の
要
望

が
出
さ
れ
、
今
後
の
交
流
の

進
め
方
や
実
現
に
向
け
た
課

題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

摂
南
大
学
農
学
部
が
２
年

前
に
誕
生
し
、
八
幡
市
内
に

校
舎
（
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
８

号
館
）
が
建
設
さ
れ
た
縁
で

「
八
幡
市
と
大
学
の
交
流
」

が
深
ま
る
中
で
、｢

大
学
の

研
究･

実
習
田｣

が
内
里
地
区

に
誕
生
し
た
。
６
月
18
日
に

農
学
部
の
教
員
と
学
生
が
田

植
え
を
行
い
、
農
業
生
産
の

現
場
で
行
う
研
究
と
教
育
が

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

｢

研
究･

実
習
田｣

で
は
、

現
在
、
光
合
成
の
研
究
な
ど

を
行
う
た
め
水
稲
（
ヒ
ノ
ヒ

カ
リ
な
ど
約
２
８
０
系
統
）

が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

農
業
委
員
会
の
長
村
信
幸

会
長
が
自
己
所
有
の
水
田
を

解
除
条
件
付
貸
借
で
大
学
側

に
提
供
。
５
月
に
利
用
権
設

定
の
手
続
き
が
行
わ
れ
、
研

究
・
実
習
田
の
実
現
に
協
力

地
」
と
判
断
し
た
。

各
委
員
に
よ
る
現
地
調
査

の
結
果
は
、
事
務
局
が
地
区

別
に
整
理
し
て
定
例
総
会
に

議
案
と
し
て
提
出
し
、
全
委

員
の
同
意
を
得
て
、
非
農
地

と
最
終
決
定
し
た
。

を
確
認
し
、
農
地
と
し
て
再

生
す
る
可
能
性
が
な
け
れ
ば

非
農
地
と
判
断
。
現
場
に
行

け
な
い
山
間
部
は
目
視
か
図

面
で
非
農
地
と
判
断
し
、
各

筆
の
境
界
が
不
明
で
も
「
全

体
が
森
林･

原
野
な
ら
非
農

認
し
、
町
全
域
の
農
地
台
帳

の
整
理
に
目め

途ど

が
つ
い
た
。

２
年
前
の
農
業
委
員
会
総

会
で
決
め
た
「
非
農
地
判
断

要
領
」
に
よ
り
、
農
業
委
員

･
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
が
地
図
を
見
な
が
ら
現
地

２
万
１
２
５
９
筆(

４
５
５

㌶)

の
非
農
地
判
断
を
完
了

し
た
６
月
16
日
の
総
会
で


最
後
の
２
地
区(

菅
野･
野
村

地
区)

の
非
農
地
判
断
を
承

伊
根
町
農
業
委
員
会
は
、

京
都
府
Ｇ
Ｉ
Ｓ
地
図
シ
ス
テ

ム
の
航
空
写
真
を
活
用
し
、

約
２
年
間
か
け
て
山
間
部
の

森
林
原
野
化
し
た
荒
廃
農
地

開
き
、
地
区
定
例
会
の
活
動

報
告
と
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
協
議
を
行
う
予
定

だ
。

総
会
に
推
進
委
員
の
地
区
代

表
が
出
席
す
る
。
総
会
後
に

推
進
委
員
代
表
が
進
行
す
る

農
地
情
報
連
絡
調
整
会
議
を

京
丹
後
市
農
業
委
員
会

は
、
今
月
１
日
の
初
総
会
で

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

32
人
を
委
嘱
し
、
農
業
委
員

（
18
人
）
と
あ
わ
せ
て
総
勢

50
人
の
新
体
制
で
３
期
目
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
１
日
に
農

地
利
用
最
適
化
を
テ
ー
マ
に

全
委
員
研
修
を
行
い
、
６
日

以
降
に
開
催
さ
れ
る
地
区
定

例
会
で
代
表
を
選
出
。
８
月

定
例
会
で
地
区
代
表
を
決
定

す
る
。

旧
町
単
位
の
活
動
を
強
化

す
る
た
め
、
地
区
定
例
会
を

毎
月
開
催
し
、
毎
月
の
定
例

各
地
区
で
農
業
者
の
意
向
把

握
や
地
域
農
業
の
将
来
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

る
。
さ
ら
に
、
京
丹
後
市
の

施
策
改
善
の
意
見
書
を
市
長

に
提
出
し
、
「
来
年
度
の
京

丹
後
市
予
算
に
反
映
さ
せ
た

い
」
（
梅
田
和
男
会
長
）
と

し
て
い
る
。

総
会
で
は
、
全
委
員
が
担

当
地
域
で
「
京
力
農
場
プ
ラ

ン
の
作
成･

見
直
し
」
の
話

し
合
い
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と

や
、
毎
月
10
日
を
目
標
に
活

動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

７
月
の
地
区
定
例
会
で
、

旧
町
ご
と
に
前
任
者
と
委
員

業
務
の
引
き
継
ぎ
を
行
い
、

生
産
が
不
安
定
に
な
る
こ
と
か

ら
、
市
場
流
通
専
門
の
切
り
花
バ

ケ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
段
ボ
ー
ル
箱
の
ロ
ス

を
減
ら
し
、
高
品
質
な
花
を
提
供

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま

た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
な
が

ら
、
花
の
種
類
に
よ
っ
て
は
マ
ル

チ
ン
グ
を
用
い
た
栽
培
方
法
も
取

り
入
れ
て
省
力
化
を
図
っ
て
い

る
。
そ
の
ほ
か
、
飲
食
店
へ

花
の
生
け
こ
み
に
行
く
な

ど
、
地
域
密
着
の
活
動
を
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
情
報
発
信

す
る
な
ど
、
時
代
の
変
化
に

応
じ
た
改
革
を
し
て
い
る
。

今
後
は
「
高
品
質
を
保
持

し
、
頼
り
に
な
る
花
農
家
を

目
指
し
た
い
」
「
花
は
心
の

栄
養
を
補
う
も
の
。
昨
今
の

暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
中
、

花
に
よ
っ
て
癒
や
さ
れ
、
心

の
安
ら
ぎ
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
花
へ
の
想
い
を
語

っ
て
い
た
。

(

宇
治
市
農
業
委
員
会)

代
々
花
作
り
を
し
て
い
る
今
村

園
芸
13
代
目
の
今
村
正
喜
さ
ん

は
、
父
と
祖
父
に
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
花
農
家
を
継
い
で
、
今
年

で
20
年
目
に
な
る
（
写
真
）
。

昔
は
、
小
菊
・
ユ
リ
・
グ
ラ
ジ

オ
ラ
ス
な
ど
葬
儀
用
の
仏
花
を
中

心
に
花
作
り
を
し
て
い
た
が
、
最

近
は
家
族
葬
が
多
く
、
仏
花
の
需

要
の
縮
小
や
天
候
不
順
に
よ
っ
て

宇治市 今村正喜さん

う
地
域
循
環
型
マ
ル
シ
ェ

「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
京
田
辺
マ
ル
シ

ェ
」
を
ブ
ラ
ン
チ
松
井
山
手

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
地
元

の
農
家
が
育
て
た
野
菜
や
お

茶
を
販
売
し
て
消
費
者
と
交

流
す
る
ほ
か
、
出
店
ブ
ー
ス

間
の
交
流
も
生
ま
れ
、
ナ
ッ

ツ
の
ハ
チ
ミ
ツ
漬
け
、
お
米

と
お
茶
の
詰
め
合
わ
せ
ギ
フ

ト
セ
ッ
ト
な
ど
も
商
品
化
さ

れ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
地
元
同
志
社
女

子
大
学
の
学
生
も
参
加
し

て
、
マ
ル
シ
ェ
を
軸
に
し
た

輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
つ
な
が
り
が
生
ま

れ
る
地
域
循
環
型
マ
ル
シ
ェ

を
発
展
さ
せ
、
協
議
会
と
し

て
の
役
割
を
積
み
重
ね
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

京
田
辺
市
農
業
委
員
会

・
山
下
明
子
委
員)

ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
人
と
人

が
つ
な
が
り
循
環
し
て
い
く

社
会
を
目
指

し
て
、
「
京

田
辺
農
福
観

地
域
づ
く
り

協
議
会
」
を

２
年
前
に
設

立

し

ま

し

た
。主

な
取
り

組
み
の
一
つ

と
し
て
、
３

カ

月

に

１

回
、
地
域
の

生
産
者
と
消

費
者
が
出
会

京
田
辺
の
農
業
・
福
祉
・

観
光
・
商
工
業
に
携
わ
る
メ

た
め
補
足
す
る
と
、
「
連
携

を
密
に
す
る
」
と
い
う
言
葉

だ
け
で
は
不
十
分
だ
。
市
町

村
長
部
局
と
農
業
委
員
会
事

務
局
の
垣
根
を
越
え
て
、
農

業
行
政
の
担
当
職
員
が
農
業

委
員
会
の
総
会
や
地
区
連
絡

会
議
に
出
席

し
、
農
業
者

の
意
見
を
直

接
聴
く
こ
と
で
、
地
域
計
画

や
施
策
の
企
画
立
案
に
反
映

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
垣
根

を
外
す
こ
と
で｢

明
日
の
農

業｣

が
見
え
て
く
る
と
思

う
。

（
志
）

議
す
る
場
で
あ
る
。
▼
人
・

農
地
プ
ラ
ン
の
法
定
化
に
よ

り
、
市
町
村
は
、
地
域
で
農

業
の
将
来
の
在
り
方
を
協
議

し
、
「
地
域
計
画
」
を
策
定

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
農
業

委
員
会
は
、
農
業
者
の
意
向

を
把
握
し
、
10
年
後
に
目
指

す
農
地
利
用
の
姿
を
地
図
化

し
て
市
町
村
に
提
出
す
る
。

市
町
村
と
農
業
委
員
会
は
、

従
来
よ
り
連
携
を
密
に
し
て

二
人
三
脚
で
取
り
組
み
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
。
▼
念
の

▼
農
業
委
員
と
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
は
、
集
落

や
地
域
の
リ

ー
ダ
ー
と
し

て
、
農
業
者

の
意
見
を
市
町
村
行
政
に
反

映
さ
せ
る
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
農
業
委
員
会
の
定
例
総

会
は
、
各
委
員
が
聴
取
し
た

「
現
場
の
意
見
」
を
出
し
合

い
、
管
内
の
農
業
振
興
や
農

地
利
用
最
適
化
に
つ
い
て
協

垣
根
を
外
す
と
明
日
が
見
え
る

時
代
の
変
化
と
と
も
に

｢

京
田
辺｣

の
輪
を
広
げ
た
い

６月26日のマルシェで野菜を販売する

久御山町の上田幸子委員

田植えに参加した摂南大学農学部の学生（前列）

と教員（６月18日）

伊根町農委会

Ｇ
Ｉ
Ｓ
地
図(

航
空
写
真)

を
活
用
 

２
万

筆(


㌶)

の
非
農
地
判
断
を
完
了

Ｇ
Ｉ
Ｓ
地
図
を
活
用
し
、
森
林
原
野
化
し
た
山
間
部

を
非
農
地
と
判
断

（
写
真
右
下
・
全
体
が
山
林
な
ら
ま
と
め
て
非
農
地

と
判
断
）

地
区
定
例
会
と
連
絡
調
整
会
議
を
毎
月
開
催

総
勢

人
で
３
期
目
ス
タ
ー
ト

農
地
利
用
の
最
適
化
推
進
へ

京
力
農
場
プ
ラ
ン
を
全
地
区
で
推
進


京丹後市
農 委 会

八
幡
市
農
委
会･

長
村
会
長
が
協
力

摂南大学が研究･実習田を開設

水稲(280系統)を移植

京都 ８年(令和4年)()全 国 農 業 新 聞月４回金曜日発行 定価１か月700円(年間8,400円)送料共（第３種郵便物認可）


